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論 文 の 要 旨 
審査対象論文は、技術の発達が著しいマルチチャネル・マルチメディア環境にある消費者に関し、
マルチチャネル購買を行っている消費者特性の横断的研究と縦断的研究を通じて、そのチャネルの選
択と利用の背景にある消費者特性をホリスティックなアプローチにより明らかにする理論構築に向
けた実証的研究を行ったものである。論文は、１章が研究背景と目的、２章が先行研究レビュー、３
章が自己申告型調査問題点の研究、４章が横断的チャネル利用研究、５章および６章が縦断的チャネ
ル利用研究、７章が学術的貢献、インプリケーション、今後の研究課題、という構成となっている。 
横断的研究では、潜在クラスクラスタ分析（latent class cluster analysis; J.K. Vermunt and J. Magidson, 2002）
により７つの顧客セグメントが識別された。また、既存研究で示されてきたマルチチャネル購買セグ
メントが、商品トライアル性向・無多忙感等によって特徴付けられるセグメント、及び価格感度によ
よって特徴付けれるセグメントに分離され、その分離が心理属性の違いに起因していることが示され
た。また、混合隠れマルコフモデルを用いた縦断的研究により、オンライン購買発生に影響する要因
は既存研究と同じく、商品・時間のコンテクスト要因であることが分かった。しかし、それらは消費
者全体ではなく、オンライン購買を行いにくい消費者セグメントのみに当てはまることが示された。
さらに、潜在成長曲線モデルを用いた分析により、オンラインチャネルの選択確率に関し、時間的変
化を伴わない影響要因は横断的研究で見出された上述の２つのマルチチャネル購買セグメントのう
ち一つのセグメントでの正の要因（無多忙感）と類似しているが、時間の経過により選択確率に影響
を与える要因はもう一つセグメントでの正の要因（高価格感度）と類似していることが示された。 
本論文は時間的変化を伴わない要因、または伴う要因を分別し、凡そのチャネル利用に関する消費
者特性のホリスティックな外観を示している。 
 審 査 の 要 旨 
【批評】 
 中野氏は、まず横断的研究において、日本の日用消費財市場全体の購買日数およびメディア利用時
間を用い、潜在クラスクラスタ分析（latent class cluster analysis; J.K. Vermunt and J. Magidson, 2002）により
顧客セグメンテーションを行った。次に、ヘアケア商品カテゴリのデータを用いて、混合隠れマルコ
フモデルにより潜在クラスへの消費者所属確率と状態遷移確率の積によりオンライン店舗とそれ以
外の選択確率を表し、消費者の購買チャネル利用の時間的変化をモデル化した。さらに、日用消費財
市場全体のデータを用いて潜在成長曲線モデルによりオンライン購買確率を断面的要因による効果、
経時関数で表される効果、デバイスによる効果に分離した。横断的研究では７つの顧客セグメントが
識別された。そのうち、既存研究での一つとされてきたマルチチャネル購買セグメントが本研究では
２つのセグメント（13%弱）、即ち「新商品・未経験品のトライアル性向」、「買い物の楽しさ」、「多忙
感（がない）」、「他者受容（ではない）」の要因を持つ一つのセグメントと、「適正価格への志向性」
の要因を持つもう一つのセグメントに分離され、その分離が心理属性の違いに起因していることを示
した。また、既存研究では応答変数として消費者の「態度」が扱われてきたのに対し、本研究では消
費者の「実行動」が扱われている。その結果、２つのマルチチャネル購買セグメントでは既存研究に
はない正の「ブランド・店舗のリピート性向」という要因が示された。 
縦断的研究では、まず混合隠れマルコフモデルを用い、オンライン購買が発生しやすい要因は既存
研究と同じく、「高価格商品」及び「平日での購買」の商品・時間のコンテクスト要因であった。し
かし、この結果は消費者全体ではなくオンライン購買を行いにくい消費者セグメントのみに当てはま
ることが、潜在クラスセグメンテーションを行った本研究より明らかとなった。さらに、潜在成長曲
線モデルを用い、時間的変化を伴わない影響要因として、横断的研究での一つのセグメントの要因と
ほぼ類似した要因（「多忙感（がない）」は「時間的制約（小）」）が見出された。一方、時間経過によ
り選択確率に影響を与える要因として、もう一つのセグメントの要因「適正価格への志向性」がほぼ
類似した要因「価格感度が高い」として示された。また、このセグメントでは「多忙感（がある）」
は有意な結果ではなかった。さらに、「時間的制約（大）」）や「土日に買い物を行う」もオンライン
購買を促してきた要因であり、これらの要因を強く持つ消費者のオンライン購買が増加してきたこと
が示された。 
 このように本研究は横断的および縦断的アプローチをとることにより、使用できるデータの限界を
補いながらも整合性のある新たな知見を創出し、チャネル利用に関する消費者特性のホリスティック
な外観を示したという点で高く評価できる。さらに論文の一部は引用により評価されている。 
【最終試験の結果】 
令和元年７月２４日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会工学）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
 
